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布施商店街連絡会の取組みについて 
平成 25 年 11 月 5 日 

◎立地環境 

布施商店街は東大阪市の西端に位置する市内最大の商業集積地である。大阪市と隣接

し、繁華街である難波までワンアクセス（西へ約５ｋｍ）に位置する。大阪市内への顧

客の流失は、近鉄の難波延伸と東大阪市内の郊外大型店出店と相まって近年著しい。 

それにより、年を追うごとに空き店舗が増加し、周辺の商業環境が悪化し、過去に経

験のない大変厳しい経営状況下にある。 

大店法廃止に伴う規制緩和諸策のため、大型店舗の乱立により、大型店間の競争の激

化や、大型店舗の撤退による消費行動の混乱を招き、その歪みの皺寄せを受けた零細商

店街のより一層の低迷が現実のものとなっているが、布施商店街については、大型店舗

との共存共栄をはかるため古くから努力してきた。 

 

◎歴史・沿革 

１９８０年代に入って、近鉄布施駅高架事業による大型店舗の出店に伴い、当時とし

てはめずらしく商店街と大型店の合同体「布施商店街連絡会」（結成当時の加盟店数は

約６８３店舗）を結成した。 

その目的は、商業者が一体となり、布施地域の商業発展のための活性化策や地域住民

との連携事業、文化事業を通じて商業集積地の生き残りを賭けた各事業を展開するもの

であり、この理念は、現在まで引き継がれている。 

さらに、布施駅周辺の小売商業者が一致団結して、活性化を図るための事業を生み出

すことが重要であるとの共通認識のもと、平成１３年２月には布施商店街連絡会の法人

化組織「布施商店街事業協同組合」を設立した。※ 

ただ、母体組織である布施商店街連絡会は現在も健在であり、当該協同組合に参加で

きない大型店や中小店舗も包括し、「布施」という地域の存続および一体化のため、主

に販売促進事業を中心に事業を展開している。 

 

◎布施商店街連絡会のこれまでの取組み 

布施商店街連絡会は、主に販売促進に関わる事業を所掌し、次の事業を展開している。 

 ①商店街「おかみさん会」発足（平成 15 年度～） 

  ・商店街一店逸品運動 

・健康づくりを目的とした商店街「ウォーキングロード」の指定 

・戎福茶会（毎月 10 日） 

 ②布施戎神社を核にした商店街づくりを標榜し、「布施えびす市」の提唱と東大阪市小

売商業活性化先進モデル事業「えべっさんの街布施プロジェクト」の推進（平成 19

年度～） 

  ③布施戎神社協賛によるミス福娘コンテスト（布施商店街連絡会結成当時～） 
 ④盆踊り大会（当初は、各商店街内でも実施されたが交通広場整備後現在では、北口 

  交通広場で実施。地域と一体化した事業で、地域住民との交流及び商店街活性化に貢 

  献している。） 

資料２ 



 

2 

 ⑤北口駅前警察官立ち寄り所（派出所）開設事業と防犯カメラ設置事業促進 による安全
安心づくり事業等 

 ⑥商店街マスコットキャラクター「ふせロボくん」プロジェクト 
 ⑦プレミアム共通商品券事業「ニコニコえびす券」事業 
 ⑧１００円商店街事業 
 ⑨大型店（近鉄百貨店東大阪店ほか）との合同催事（歳末大売出しほか） 
 
※布施商店街事業協同組合について 

設立以降現在まで今後の商店街のまちづくりのあり方と商業集積の生き残りをかけた

事業提案、企画、実現に向けた様々な研修を主に実施し、中心市街地型商業活性化を基

軸にした、まちづくりソフト事業等の実現可能性等についての検証を行っている。 

当事業協同組合の大きな事業成果としては、平成１６年７月に策定した「まちづくり

拠点運営事業」計画書において、商店街隣接の分譲マンションの一階区分を購入し、ま

ちづくり拠点事業とするプロジェクトである。布施の地域性や立地特性を活用し、地域

住民や消費者、商業者等が気軽に集い交流のできるコミュニケーションの場として、ま

たイベント等にも活用できる文化施設スペース（まちづくり発信拠点）として「街の駅 ク

レアホール・ふせ」整備に結実した。 

 
 


